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【同窓会報告】 

44 回生 

西谷 源展 

平成 30 年 5 月 24 日（木）に滋賀県大津市の琵琶湖の湖畔である「ホテルピアザびわ湖」においてレ専校

44 回生の同窓会を開催しました。3 年前に北海道札幌市で開催した時に次回は関西にて開催するとのことで、

滋賀県在住の川辺広治君に会場等の設定をお願いして田中庸二君と西谷で準備しました。第 44 回生は診

療 X 線技師から診療放射線技師に制度が変更されるときに該当し、2 年間で卒業して診療 X 線技師の免許を

得て就職した人たちと臨時に設置された 1 年間の教育課程である専攻科に進学して、診療放射線技師になっ

たものとがある。診療 X 線技師は 2 年間の実務経験と認定講習を受けることで診療放射線技師への試験をさ

らに受験して免許を受けている。そのように 2 年間、あるいは 3 年間で卒業した同窓生がいるが 44 回生として

同窓会を開催している。 

今回の同窓会には全国から 12 名の参加者があった。病気で動きづらい人やまだ現役で仕事をしている人

などがあり予想した人数よりは少なかった。昨年逝去した筒木勝君、藤代豊君などを偲びつつ集まった。会場

のホテルからは琵琶湖が一望に望める最高の会場であった。宴会では兼重夫人を交え 13 名であった。名簿

の順番に席を取り卒業以来会う人などは顔と名前が一致しなかったが、いつしか学生時代にタイムスリップし

て時間がたつのも忘れ、思い出話に花を咲かせた。次回は 3 年ごとの話も出たが、同級生に合える機会も残り

少ないとのことから毎年行うこととし、来年は滋賀県長浜市近郊で木村幸一君のお世話にて行うことが決定し

ました。今回参加された方にはご苦労様でした。今回欠席の皆さんは是非来年は来てください。 

よろしくお願いします。 

当日の出席者は江南、兼重夫妻、金子、川辺、木村、田中、陶山、大嶋、長峯、新美、西谷、山本です。 
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